
八戸工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 無機材料化学(3301)
科目基礎情報
科目番号 0171 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 _物質工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 現代無機材料科学/足立吟也、南　努編/化学同人
担当教員 門磨 義浩
到達目標
１．無機材料の特性を示し、それらが分子や結晶に由来する因子とどのような関係があるかを説明できる。
２．無機材料の製造方法や評価方法について概要を説明できる。
授業内容について課題を与えるので随時到達度を確認するとともに、実力の向上に努めること。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

無機材料の特性
無機材料の特性について分子や結
晶に由来する因子との関係から説
明できる

無機材料の特性について説明でき
る

無機材料の特性が理解できていな
い

無機材料の製造方法や評価方法 無機材料の製造方法や評価方法に
ついて説明できる。

無機材料の製造方法や評価方法に
ついて理解できる。

無機材料の製造方法や評価方法が
わからない。

評価項目3
学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
　現代社会は、直接目にすることは少ないものの高度に機能化された材料で満ち溢れている。例えば、携帯電話一つと
ってみても、初期の通信機能主体であったものがいまでは超小型の情報通信端末へと進化し、生活の必需品となってい
る。本講義における目標は、特に無機材料にまとを絞り、これらの材料の機能性を理解し、さらには新機能開発のため
の知識の基礎を築くことにある。

授業の進め方・方法
　本講義では、われわれに身近な携帯電話やパソコン、デジタルカメラといった製品に使われている現代を代表する無
機材料について、「どのような原理で」、「どのようにつくられているのか」など、物性、昨日、製造法などの実例を
挙げながら、その原理や応用について学ぶ。

注意点 　無機化学で学んだ基礎的な反応や無機化合物の性質が基礎となる。また、材料の機能特性を理解するうえで、物理学
の基礎および原子、分子、結晶に関する物理化学的知識も必要である。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ナノテクノテクノロジーと材料 ナノテクノテクノロジーと材料について理解する。
2週 ナノテクノテクノロジーと材料 ナノテクノテクノロジーと材料について理解する。

3週 材料ってなんだろう：物質との違い、形態と機能 材料ってなんだろう：物質との違い、形態と機能につ
いて理解する。

4週 材料ってなんだろう：物質との違い、形態と機能 材料ってなんだろう：物質との違い、形態と機能につ
いて理解する。

5週 身近なエレクトロニクス材料1 身近なエレクトロニクス材料について理解する。
6週 身近なエレクトロニクス材料1 身近なエレクトロニクス材料について理解する。
7週 身近なエレクトロニクス材料2 身近なエレクトロニクス材料について理解する。
8週 身近なエレクトロニクス材料2 身近なエレクトロニクス材料について理解する。

2ndQ

9週 表示・ディスプレイと照明のための材料 表示・ディスプレイと照明のための材料について理解
する。

10週 表示・ディスプレイと照明のための材料 表示・ディスプレイと照明のための材料について理解
する。

11週 磁性と磁性材料 磁性と磁性材料について理解する。
12週 磁性と磁性材料 磁性と磁性材料について理解する。
13週 エネルギーと材料 エネルギーと材料について理解する。
14週 エネルギーと材料 エネルギーと材料について理解する。
15週 到達度試験 これまでの内容について理解する。
16週 答案返却・解説 これまでの内容について理解する。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

専門的能力 分野別の専
門工学

化学・生物
系分野 無機化学

主量子数、方位量子数、磁気量子数について説明できる。 4
電子殻、電子軌道、電子軌道の形を説明できる。 4
パウリの排他原理、軌道のエネルギー準位、フントの規則から電
子の配置を示すことができる。 4

価電子について理解し、希ガス構造やイオンの生成について説明
できる。 4

元素の周期律を理解し、典型元素や遷移元素の一般的な性質を説
明できる。 4

イオン化エネルギー、電子親和力、電気陰性度について説明でき
る。 4

イオン結合と共有結合について説明できる。 4
基本的な化学結合の表し方として、電子配置をルイス構造で示す
ことができる。 4

金属結合の形成について理解できる。 4



代表的な分子に関して、原子価結合法(VB法)や分子軌道法
(MO法)から共有結合を説明できる。 2

電子配置から混成軌道の形成について説明することができる。 2
各種無機材料の機能発現や合成反応を結晶構造、化学結合、分子
軌道等から説明できる。 4

結晶の充填構造・充填率・イオン半径比など基本的な計算ができ
る。 4

配位結合の形成について説明できる。 4
水素結合について説明できる。 4
代表的な元素の単体と化合物の性質を説明できる。 4
セラミックス（ガラス、半導体等）、金属材料、炭素材料、半導
体材料、複合材料等から、生活及び産業を支えるいくつかの重要
な無機材料の用途・製法・構造等について理解している。

4

現代を支える代表的な新素材を例に、その機能と合成方法、材料
開発による環境や生命（医療）等、現代社会への波及効果につい
て説明できる。

4

単結晶化、焼結、薄膜化、微粒子化、多孔質化などのいくつかに
ついて代表的な材料合成法を理解している。 4

物理化学
ネルンストの式を用いて、起電力、自由エネルギー、平衡定数の
関係が説明できる。 2

電池反応と電気分解を理解し、実用例を説明できる。 4
評価割合

試験 小テスト・課題 合計
総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 0 0 0
専門的能力 80 20 100
分野横断的能力 0 0 0


